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令和 5年 3月 23 日（2）

大田地区自治振興会活動報告  （期間：R4.3月～R5.2月を掲載）

新
た
な
年
を
迎
い
早
い
も
の
で
も
う
三

月
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
穏
や
か
に
新

年
を
迎
え
ら
れ
た
事
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。
今
年
も
皆
様
と
共
に
健
康
で
元
気
に
過

ご
せ
る
事
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
に
続
き
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
第
八
波
が

猛
威
を
振
る
う
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
が
時

間
の
経
過
と
共
に
な
ん
と
か
落
ち
着
き
を
取

り
戻
し
、
政
府
で
は
五
月
の
連
休
明
け
を
め

ど
に
五
類
に
引
き
下
げ
を
検
討
し
て
お
り
、

先
が
見
え
て
き
た
よ
う
で
、
元
通
り
の
生
活

に
戻
れ
る
事
に
期
待
を
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。と

は
言
え
、
県
内
の
二
月
迄
の
累
計
で
は

コ
ロ
ナ
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
が
、八
百
人
余
、

感
染
者
が
三
十
九
万
五
千
人
余
と
多
く
の
方

が
被
害
に
遭
わ
れ
て
お
り
、
い
つ
ど
こ
で
何

が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
昨
今
で
あ
り
、
健

康
で
い
る
こ
と
の
あ
り
が
た
さ
が
し
み
じ
み

身
に
染
み
て
感
じ
て
お
り
ま
す
。

健
康
と
元
気
を
ひ
も
解
い
て
見
る
と
、「
健

康
と
は
身
体
的
、
精
神
的
、
社
会
的
に

完
全
に
良
好
な
状
態
で
あ
る
事
」ま
た「
元

気
と
は
活
動
と
な
る
気
力
、
心
身
の
活
動
の

力
」
と
定
義
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
医
科
大
学

の
教
授
に
よ
る
と
、「
体
温
を
一
度
上
げ
る

こ
と
に
よ
り
免
疫
力
が
グ
ン
と
高
ま
り
病
気

や
ウ
イ
ル
ス
に
打
ち
勝
つ
体
に
な
る
」
と
の

こ
と
で
す
。

昔
の
平
均
体
温
は
三
十
七
度
、
現
在
は

三
十
六
度
前
後
だ
そ
う
で
す
。
そ
の
理
由
は

エ
ア
コ
ン
や
ス
ト
レ
ス
な
ど
、
現
代
社
会
の

生
活
環
境
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。

体
温
を
一
度
上
げ
る
に
は
、
運
動
に
よ
り

筋
肉
量
を
増
や
す
。
普
段
の
生
活
で
は
湯
た

ん
ぽ
も
有
効
だ
そ
う
で
す
。
太
も
も
を
温
め

る
こ
と
に
よ
り
血
流
が
良
く
な
り
体
温
が
上

が
り
改
善
さ
れ
る
そ
う
で
す
、
ぜ
ひ
試
し
て

み
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

自
治
振
興
会
も
お
陰
様
で
大
過
な
く
年
度

末
を
迎
い
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
、
今
年
は

コ
ロ
ナ
も
落
ち
着
き
、
飛
躍
の
年
に
し
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
飛
躍
の
年
に
な

り
ま
す
様
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

健
康
で
元
気
に

大
田
地
区
自
治
振
興
会
長

　

兼 

交
流
館
長

　

東
城　

藤
吉

月 日 開催内容 担　　当

3

1 館報校正、次年度計画 総務企画委員会

2 特別会計監査会 監事・事務局

13 金原田桜除草作業 生活防災委員会

16 次年度事業計画 生活防災委員会

17 次年度事業計画 健康福祉委員会

23 総会開催について 役員会

4

6 交付金会計監査 監事・事務局

13 総会について 役員会

22 R ３年度総会（書面議決） 代議員

5 14 大田婦人学級（料理教室） 事務局

6

11 事業内容について 生活防災委員会

24 年間計画、防災アプリについて 役員会

27 大田ふるさと大学（歴史講座） 事務局

30 大田婦人学級（農業体験） 事務局

7 26 大田婦人学級（カローリング） 事務局

8
5 大田婦人学級（読み聞かせ） 事務局

29 大田婦人学級（車いす体験会） 事務局

月 日 開催内容 担　　当

9

1 意見交換会 事務局

19 大田婦人学級（ボランティア活動） 事務局

22 異世代間交流事業について 総務企画委員会

29 大田ふるさと大学（歴史講座） 事務局

30 防災研修会について 生活防災委員会

10

13 パークゴルフ体験会について 健康福祉委員会

23 パークゴルフ体験会 健康福祉委員会

24 異世代間交流（バルーンアート） 総務企画委員会

11
13 金原田桜除草作業 生活防災委員会

27 大田地区防災研修会 生活防災委員会

12

8 自治会運営について 役員会

13 市民学校（しめ縄作り） 事務局

16 交流館窓ふき清掃 役員会

21 市民学校（ミニ門松づくり） 事務局

1
17 大田婦人学級（デザイン書道） 事務局

31 自治会運営について 役員会

2 10 館報いずみ構成作業 総務企画委員会
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令
和
４
年
10
月
23
日
（
日
）
令
和
４
年
度
の
事

業
計
画
で
あ
る
「
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
体
験
会
」
を
保

原
総
合
公
園
内
の
伊
達
市
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
お

い
て
、
男
性
８
名
女
性
10
名
の
参
加
を
頂
き
開
催

し
ま
し
た
。

当
日
朝
、
空
は
黒
い
雲
に
覆
わ
れ
実
施
が
心
配

さ
れ
ま
し
た
が
、
午
前
9
時
の
開
催
時
刻
に
は
最

高
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
者

の
中
に
は
何
度
も
経
験
さ
れ
て
い
る
方
も
多
く
、

早
速
コ
ー
ス
を
回
ら
れ
て
い
る
方
も
お
り
ま
し

た
。初

心
者
に
は
チ
ー
ム
毎
に
指
導
員
の
方
が
付
き

ル
ー
ル
の
説
明
や
ク
ラ
ブ
の
持
ち
方
、
ボ
ー
ル
の

打
ち
方
な
ど
を
教
え
て
頂
き
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

練
習
後
コ
ー
ス
を
回
り
な
が
ら
も
プ
レ
ー
中
の

注
意
点
や
他
の
競
技
者
へ
の
マ
ナ
ー
等
を
教
え
て

頂
き
ま
し
た
。

初
心
者
と
い
う
こ
と
で
ボ
ー
ル
の
芯
を
と
ら
え

る
こ
と
は
簡
単
で
は
な
く
、
勢
い
よ
く
ク
ラ
ブ
を

振
れ
ど
も
転
が
っ
た
ボ
ー
ル
は
３
ｍ
先
！
顔
を
赤

ら
め
な
が
ら
「
次
こ
そ
は
次
こ
そ
」
と
打
数
を
重

ね
ま
す
。

右
往
左
往
し
な
が
ら
も
楽
し
く
コ
ー
ス
を
回
る

こ
と
が
で
き
有
意
義
な
体
験
会
と
な
り
ま
し
た
。

閉
会
式
後
に
は

「
ず
っ
と
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
を
や
っ
て

み
た
い
と
思
っ
て

い
た
け
ど
、
こ
れ

を
き
っ
か
け
に
今

後
は
自
分
た
ち
だ

け
で
来
ら
れ
ま
す
」

と
言
う
声
も
聞
こ

え
ま
し
た
。

少
し
で
も
そ
ん
な
方
々
が
増
え
る
お
手
伝
い
と

交
流
が
で
き
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
１
９
８
３
年
（
昭
和
58
年
）

北
海
道
の
幕
別
町
で
公
園
の
芝
生
で
始
め
た
遊
び

の
た
め
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
と
名
づ
け
ら
れ
た
そ
う
で

す
。

現
在
は
60
歳
、
70
歳
代
の
方
が
８
割
強
を
占
め

て
い
ま
す
が
、
地
域
に
よ
っ
て
は
学
校
内
や
病
院

内
に
コ
ー
ス
を
作
り
、
子
供
た
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
や
患
者
さ
ん
の
リ
ハ
ビ
リ
と
し

て
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
ル
ー
ル
は
、
ゴ
ル
フ
と
類
似

し
て
お
り
ま
す
が
ク
ラ
ブ
は
１
本
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ

は
全
て
２
打
加
算
、
空
振
り
は
打
数
に
数
え
な
い

等
、
シ
ン
プ
ル
で
気
軽
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。伊

達
市
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
は
４
コ
ー
ス
36
ホ
ー

ル
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ス
に
は
「
も
も
コ
ー

ス
」
や
「
り
ん
ど
う
コ
ー
ス
」
等
、
伊
達
市
に
ゆ

か
り
あ
る
名
称
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
１
コ
ー

ス
約
４
０
０
ｍ
36
ホ
ー
ル
あ
り
ま
す
の
で
総
距
離

は
１
，
５
２
４
ｍ
と
結
構
な
運
動
に
な
り
、
運
動

不
足
や
ス
ト
レ
ス
の
解
消
に
も
な
り
ま
す
の
で
、

是
非
一
度
体
験
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。今

後
も
地
域
住
民
と
の
交
流
の
場
と
し
て
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
通
じ

大
田
地
区
自
治
振
興
会

　

健
康
福
祉
委
員
長　
　
　

安
田　

由
郎

練習場で基礎を学んでから



令和 5年 3月 23 日（4）

金原田 名もなき桜
フォトコン・名称募集について

金原田入ノ内地区の地域住民の手で大切に守られてきた１本桜の写
真と名称の募集をいたします。下記の内容をご覧いただき、別紙応募
用紙にご記入の上、ご応募ください。参加していただいた作品は大田
地区交流館に展示させていただきます。

展示後に審査会を６月に実施し各賞を
決定いたします。
受賞の方には個別にご連絡を差し上げ
ます。（返却は展示終了後となります）
たくさんの応募をお待ちしています。

大田地区自治振興会

      生活防災委員会

撮影　R３年４月２日　遠藤   英次 さん

フォトコンテストについて
１人３点まで　サイズ（A4もしくは2Lでの応募）

応募締切　令和5年5月末日

応募条件　大田地区在住者、勤務者に限る

最優秀賞・・・・・　商品券5000円

優 秀 賞・・・・・　商品券3000円

佳　   作・・・・・　商品券2000円（各１点）

名称募集について
１人1点まで　

応募締切　令和5年5月末日

応募条件　大田地区在住者、勤務者に限る

優 秀 賞・・・・・　商品券5000円  １名
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終
戦
直
後
の
昭
和
21
年
、
故
石
井
ミ
エ
様
を
会

長
と
し
て
【
婦
人
の
地
位
向
上
と
明
る
い
地
域
づ

く
り
を
推
進
し
よ
う
】
と
の
目
的
で
、
大
田
村
婦

人
会
が
発
足
し
ま
し
た
。 

昭
和
30
年
の
町
村
合
併
で
現
在
の
名
称
「
大
田

地
区
婦
人
会
」
と
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
、
婦
人
会
が
大
田
地
区
に
と
っ
て
無
く
て

は
な
ら
な
い
存
在
、
頼
ら
れ
る
存
在
に
な
れ
た
の

も
歴
代
の
会
長
さ
ん
始
め
諸
先
輩
の
方
々
の
ご
活

躍
、
ご
苦
労
が
あ
っ
た
賜
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

し
か
し
こ
の

度
、
時
代
の
流

れ
に
は
逆
ら
え

ず
、
令
和
５
年

４
月
１
日
開
催

の
総
会
を
も
ち

ま
し
て
、
77
年

の
活
動
の
歴
史

に
終
止
符
を
打

つ
こ
と
に
至
り

ま
し
た
。

諸
先
輩
が
築
き
繋
げ
て
来
た
歴
史
を
無
く
し
て

良
い
の
か
、
悩
み
ま
し
た
。

年
号
が
平
成
に
変
わ
っ
た
頃
か
ら
男
女
共
同
参

画
社
会
に
入
り
、
時
代
の
様
相
は
変
化
。
大
田
地

区
に
お
い
て
も
、
核
家
族
が
増
え
、
女
性
の
就
業

率
が
上
昇
、
多
様
な
生
き
方
が
選
択
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
流
れ
に
沿
う
よ
う
に
、
近
年
は
地
区
婦
人

会
か
ら
「
企
画
員
の
な
り
手
が
い
な
い
の
で
活
動

を
終
り
ま
す
。」
と
の
申
し
出
が
多
く
な
り
、
婦

人
会
の
根
幹
が
揺
ら
い
で
き
て
い
た
の
が
現
状
で

す
。こ

の
事
を
鑑
み
て
、
発
足
時
の
「
婦
人
の
地
位

向
上
」
の
目
的
は
十
分
に
達
成
し
た
と
受
け
止
め
、

解
散
の
決
断
を
し
た
次
第
で
す
。

大
田
地
区
自
治
振
興
会
様
始
め
、
関
連
団
体
の

方
々
に
は
多
大
な
る
ご
指
導
、
ご
支
援
を
賜
り
ま

し
た
こ
と
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

元
会
員
の
皆
様
、
１
０
９
名
の
現
会
員
の
皆
様
、

そ
し
て
大
田
地
区
の
す
べ
て
の
皆
様
、
大
田
婦
人

会
の
活
動
を
今
日
ま
で
温
か
い
目
で
見
守
り
、
応

援
を
し
て
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。い

つ
の
日
か
、「
女
性
会
」
に
出
会
え
る
ま
で
、

皆
様
の
記
憶
の
片
隅
に
「
婦
人
会
が
あ
っ
た
な
～
」

と
残
し
て
い
て
欲
し
い
・・
と
、
願
っ
て
お
り
ま
す
。

活
動
を
終
え
る
に
あ
た
り

大
田
婦
人
会
長　
　
　

長
谷
川 

弘
子

研修旅行　平成19年10月皇居にて

昭和54年　敬老会
（会場　旧大田小　講堂）

代 氏　　　　名 区 在任期間
1 石井　ミエ　 様 二井田 S21 ～ 35
2 荒　智恵　　 様 金原田 S36 ～ 41
3 藤原　ハツイ 様 大立目 S42 ～ 45
4 渡部　ヨシ　 様 大　泉 S46 ～ 47
5 舟山　サキ子 様 二井田 S48 ～ 51
6 齋藤　タマ　 様 大立目 S52 ～ 53
7 東城　宮　　 様 大　泉 S54 ～ 56
8 大橋　ヨシ　 様 金原田 S57 ～ 60
9 畑　幸子　　 様 金原田 S61 ～ H3
10 遠藤　ハル　 様 二井田 H4 ～ 11
11 安田　恭子　 様 大立目 H12 ～ 17
12 福地　アイ子 様 二井田 H18 ～ 25
13 長谷川　弘子 大　泉 H26 ～ R4

大田婦人会歴代会長



令和 5年 3月 23 日（6）

令
和
４
年
６
月
４
日
（
土
）
大
田
小
校
庭
を
会
場
に

3
年
ぶ
り
に
復
活
し
ま
し
た
。
６
年
生
「
北
郷
一
輝
君
、

渡
邉
要
吹
君
、
佐
藤
春
輝
君
、
伊
藤
琉
翔
君
、
熊
田
彬

人
君
」
の
５
名
が
大
田
小
学
校
の
代
表
者
と
し
て
参
加

し
ま
し
た
。

４
月
下
旬
か
ら
大
会
前
ま
で
毎
日
に
よ
う
に
練
習
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

体
育
館
に
は
交
通
安
全
協
会
の
方
々
が
作
っ
た
手
作

り
の
障
害
物
が
多
く
あ
り
ま
す
。

円
柱
を
等
間
隔
に
配
置
し
て
ジ
グ
ザ
グ
運
転
の
練
習

や
角
材
ハ
シ
ゴ
の
よ
う
に
並
べ
た
道
具
は
ガ
タ
ガ
タ
道

を
再
現
、
歴
代
の
自
転
車
大
会
へ
参
加
し
た
児
童
も
使

用
し
て
い
た
も
の
で
す
。

昨
年
の
5
月
は
真
夏
の
よ
う
な
暑
さ
が
続
き
、
指
導

す
る
交
通
安
全
協
会
方
々
も
本
当
に
大
変
で
し
た
。

練
習
時
間
が
限
ら
れ
て
い
た
為
、
指
導
に
も
か
な
り

熱
が
入
り
ま
し
た
。

本
番
前
に
は
コ
ー
ス
を
想
定
し
た
グ
リ
ー
ン
の
シ
ー

ト
が
運
び
込
ま
れ
そ
の
上
を
試
走
。
校
庭
で
は
大
会
と

ほ
ぼ
一
緒
の
コ
ー
ス
で
の
走
行
も
行
い
ま
し
た
。

熱
心
な
交
通
安
全
協
会
の
方
々
の
指
導
も
と
、
伊
達

市
の
大
会
で
は
見
事
優
勝
を
手
に
し
た
児
童
５
人
で
し

た
が
、
県
大
会
は
未
だ
く
す
ぶ
る
コ
ロ
ナ
の
せ
い
で
開

催
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

暑
い
中
で
の
練
習
で
し
た
が
、
地
区
優
勝
が
で
き
た

事
は
子
供
た
ち
と
交
安
協
の
努
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

で
す
。

交
通
安
全
協
会
大
田

分
会
の
皆
さ
ん
、
児
童
の

皆
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し

た
。

永
年
行
政
推
進
員
と
し
て
市
政
の
進
展
に
貢
献
さ
れ

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

大 

泉　

高
橋　

武 

さ
ん

伊
達
市
自
治
功
労
表
彰

永
年
大
泉
区
長
と
し
て
の
立
場
で
地
域
住
民
を
指
導

し
、
防
犯
意
識
の
啓
発
を
し
た
こ
と
で
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

大 

泉　

菅
野　

忠
司 

さ
ん

防
犯
功
労
表
彰

多
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
活
動

し
市
政
の
進
展
に
貢
献
さ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

大 

泉　

菊
田　

芳
二 

さ
ん

二
井
田　

森
藤　

俊
子 

さ
ん

金
原
田　

木
戸　

純
子 

さ
ん

伊
達
市
社
会
功
労
表
彰

伊
達
地
区
交
通
安
全

　

子
ど
も
自
転
車
大
会

技能走行の練習

安全走行の様子

右
か
ら

北
郷
一
輝　

君

渡
邉
要
吹　

君

佐
藤
春
輝　

君

伊
藤
琉
翔　

君

熊
田
彬
人　

君

地
域
の
為
に
活
躍
さ
れ
表
彰
を

受
け
た
方
々
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
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永
年
、
商
工
会
役
員
と
し
て
振
興
に
貢
献
さ
れ

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

大 

泉　

加
藤　

義
雄 

さ
ん

産
業
経
済
功
労
表
彰

団
体
の
部
優
勝　

大
田
小
学
校

●
個
人
の
部　

第
１
位　

北
郷
一
輝 

君　

第
２
位　

渡
邉 

要
吹 

君

第
３
位　

佐
藤 

春
輝 

君　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
顔
写
真
は
６
ペ
ー
ジ
）

交
通
安
全
子
ど
も
自
転
車
大
会

生 涯 学 習 事 業 年間を通して
様々な講座を行いました

ふ
る
さ
と
大
学

歴
史
講
座　

教
育
者

６
月「
菅
野
大
弐
」

歴
史
講
座　

宰
相
夫
人

９
月　
「
石
橋　

う
め
」

婦 

人 

学 

級

市 

民 

学 

校

12
月
し
め
縄
づ
く
り

12
月
ミ
ニ
門
松
づ
く
り

6月農業体験（ぶどう）9月ボランティア活動10月プリザーブドフラワー

8月車いす体験11月料理教室（ミートローフ）1月デザイン書道

大
田
の
百
寿

今
年
百
歳
を
迎
え
ら
れ
た
方
を
ご
紹
介

現在も大好きな野菜作りと編み物は欠かせ
ません。今まで病気もせず健康でこられた
ので、今後も家族と共に穏やかに過ごして
行きます。

菅野クニヰさん
（大泉　菖蒲沢）

大正12年2月17日生100歳
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平成 20 年度大田小学校入学式

菅
野
乃
恵
琉

鈴
木
悠
太

熊
田
龍
也

大
橋
桜
華

寺
島
龍
一

齋
藤
美
海

石
神
彩
野

山
崎
紗
也

原
　
美
波

菱
沼
瑞
葉

山
本
大
智

中
村
朋
美

菅
野
隼
斗

佐
々
木
太
輝

藤
原
拓
海

佐
藤
奈
緒
美

大
友
校
長

菅
野
京
子
先
生

千
葉
未
侑
奈

菅
野
冬
真

橘
内
周
作

斎
藤
結
衣

野
崎
雅
乃

大
槻
駿
斗

福
地
弘
一
郎

大
河
内
智
哉

国
分
愛
瑠

福
地
美
幸 

佐
藤
花
楓

遠
藤
大
智

幕
田
陽
己

鈴
木
佑
奈

舟
山
芽
生

大
友
校
長

佐
藤
英
子
先
生

祝20歳

平成 26 年度大田小学校卒業式

令和5年  成人の集い対象者
平成 14年 4月2日〜平成 15年 4月1日生

菅
野
乃
恵
琉

大
橋
桜
華

佐
藤
花
楓

齋
藤
美
海

原
　
美
波

斎
藤
結
衣

猪
又
彩
花

山
本
大
智

森
藤
岳
洋

橘
内
周
作

菅
野
冬
真

大
河
内
智
哉

石
神
彩
野

千
葉
未
侑
奈

山
崎
紗
也

野
崎
雅
乃

国
分
愛
瑠

福
地
美
幸

佐
藤
幸
子
先
生

幕
田
陽
己

遠
藤
大
智

熊
田
龍
也

寺
島
龍
一

鈴
木
悠
太

及
川
航
平

亀
岡
校
長

福
地
弘
一
郎

藤
原
拓
海

佐
々
木
太
輝

菅
野
隼
斗

佐
藤
菜
緒
美

舟
山
芽
生

鈴
木
佑
奈

中
村
朋
美
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20歳おめでとうございます！

みずほ・大泉地区スーツ姿も決まっていました！

二井田・金原田・大立目地区 桃陵中の仲間たちと

艶やかな着物姿です！



令和 5年 3月 23 日（10）

私
は
、
二
井
田
に
あ
る
円
福
寺
の
住
職
を
務
め
る
傍
ら
、

東
北
大
学
大
学
院
の
院
生
と
し
て
「
死
生
学
」
と
い
う
比

較
的
新
し
い
分
野
の
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
20
代
で
住
職

と
な
る
人
は
少
な
い
の
で
す
が
、
認
知
度
の
低
い
死
生
学
を

専
攻
し
て
い
る
と
な
る
と
、
余
計
に
珍
し
い
人
間
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

死
生
学
は
20
世
紀
後
半
に
生
ま
れ
た
学
問
で
あ
り
、
端

的
に
ま
と
め
る
と
「
死
に
関
連
す
る
物
事
を
扱
う
こ
と
で
、

生
き
る
こ
と
を
見
つ
め
る
学
問
」
で
す
。
例
え
ば
、
死
者
、

脳
死
、
ホ
ス
ピ
ス
、
尊
厳
死
、
緩
和
医
療
、
自
死
、
死
生

観
な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
す
。
重
苦
し
い
雰
囲
気
が
あ

る
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
が
、
そ
の
分
だ
け
、
意
義
深
い
分
野

で
す
。

中
で
も
私
が
専
門
と
し
て
い
る
の
は
「
悲
嘆
」
と
「
逆

境
か
ら
立
ち
直
る
力
」で
す
。
紙
幅
が
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、

悲
嘆
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

人
生
に
お
い
て
、
一
度
も
悲
し
い
気
持
ち
に
な
っ
た
こ
と

が
な
い
人
は
、
存
在
し
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
く
ら
い
身
近

な
気
持
ち
が
、
悲
嘆
で
す
。
い
ま
さ
ら
研
究
す
る
必
要
が

あ
る
の
か
、
疑
問
に
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
実

の
と
こ
ろ
、
悲
嘆
は
不
思
議
に
満
ち
て
い
ま
す
。

パ
ー
ト
ナ
ー
と
死
別
し
た
男
性
を
対
象
と
し
た
あ
る
研

究
で
は
、
死
別
か
ら
６
ヶ
月
以
内
に
お
い
て
、
死
亡
率
が
高

ま
り
、心
疾
患
が
報
告
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
こ
れ
を「
ブ
ロ
ー

ク
ン
ハ
ー
ト
・
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
直
訳
す
る
と
、「
破
れ
た
心
の
症
候
群
」
と
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、「
胸
が
張
り
裂
け
そ
う
だ
」
と
い
う
表
現
は
、
ま

さ
に
言
い
得
て
妙
な
の
で
す
。
ま
た
、
17
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス

の
研
究
報
告
書
に
は
、
死
因
の
１
つ
に
「
悲
嘆
」
と
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
悲
し
い
気
持
ち
は
人
生
に
あ
り
ふ
れ
た
も
の

で
す
が
、
軽
視
す
る
と
い
の
ち
に
関
わ
る
よ
う
な
、
重
要
な

感
情
で
す
。

私
た
ち
は
、
熱
が
あ
れ
ば
、
解
熱
剤
を
飲
み
ま
す
。
腰

痛
が
ひ
ど
い
時
は
、
鎮
痛
剤
を
飲
み
ま
す
。
痛
み
は
取
り

除
く
こ
と
が
一
般
的
で
す
が
、
悲
嘆
の
苦
し
さ
は
異
な
り

ま
す
。

日
本
の
哲
学
者
、
西
田
幾
多
郎
は
幼
い
娘
を
亡
く
し
て

い
ま
す
。
そ
の
親
の
心
情
と
し
て
「
こ
の
悲
は
苦
痛
と
い
え

ば
誠
に
苦
痛
で
あ
ろ
う
、
し
か
し
親
は
こ
の
苦
痛
の
去
る

こ
と
を
欲
せ
ぬ
の
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
ま
す
。
悲
嘆
は

苦
し
い
も
の
の
、
消
え
て
ほ
し
く
な
い
。
悲
嘆
は
、
娘
の
存

在
証
明
で
も
あ
る
。
人
間
味
溢
れ
る
一
面
が
、
悲
嘆
に
は

宿
っ
て
い
ま
す
。

悲
嘆
が
研
究
対
象
と
し
て
注
目
さ
れ
る
理
由
を
、
実
感

で
き
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。
客
観
的
に
物
事
を
見
る
合
理

的
な
人
間
が
評
価
さ
れ
る
現
代
社
会
で
す
が
、
悲
嘆
に
直

面
し
た
時
、
主
観
的
で
非
合
理
的
な
、
よ
り
人
間
ら
し
い

側
面
が
重
要
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
て
い
ま
す
。

若
く
し
て
住
職
と
な
り
ま
し
た
。
円
福
寺
の
維
持
の
み

な
ら
ず
、
葬
儀
に
も
深
く
関
わ
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
目
の
当
た
り
に
す
る
の
が
、
人
の
心
で
す
。
死

別
し
た
大
切
な
方
と
向
き
合
う
、
切
な
い
表
情
。
故
人
と

の
思
い
出
を
語
る
際
の
笑
顔
と
、
声
の
震
え
。
学
問
を
追

求
す
る
こ
と
で
、
一
挙
手
一
投
足
の
重
み
を
感
じ
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
想
い
を
背
負
い
、
故
人
に
引
導

を
渡
す
住
職
と
し
て
の
役
目
は
、
使
命
を
持
っ
て
果
た
す

所
存
で
す
。
た
だ
、
重
責
と
重
圧
に
耐
え
ら
れ
る
器
か
ど

う
か
怪
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
周
囲
の
支
え
を
頼
り
に
、
全

う
し
て
い
き
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
悲
し
み
だ
け
が
人
生
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

楽
し
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
幸
せ
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
も
ま

た
良
い
人
生
で
す
。
円
福
寺
で
は
、年
末
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ

ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
を
行
い
、
ま
た
、
年
始
に
は
動
物
型
ロ
ボ
ッ

ト
を
導
入
す
る
な
ど
、
時
代
の
流
れ
を
踏
ま
え
つ
つ
、
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
取
り
組
み
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

お
寺
と
な
る
と
、
ど
う
し
て
も
死
の
イ
メ
ー
ジ
が
拭
え
ま
せ

ん
が
、
あ
く
ま
で
「
よ
く
生
き
る
こ
と
」
に
焦
点
を
当
て

て
活
動
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

悲
し
み
と
共
に
生
き
る

円
福
寺　

住
職

　

石
井　

祐
晃
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令
和
５
年
を
迎
え
、
時
が
過
ぎ
る
の
は
早
い
も
の
で
気
づ

け
ば
、
は
や
72
歳
を
迎
え
る
年
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
長
い
人
生
、
仕
事
に
私
生
活
様
々
な
困
難
に

直
面
し
た
時
、
家
族
の
協
力
が
あ
り
何
と
か
乗
り
越
え
て
こ

ら
れ
た
の
か
と
感
じ
ま
す
。

気
持
ち
は
い
つ
ま
で
経
っ
て
も
若
い
頃
の
ま
ま
で
す
。
今

後
も
楽
し
く
充
実
し
た
人
生
を
歩
ん
で
い
こ
う
か
と
思
う
次

第
で
す
。

大
泉
　

 

平
井
　
二
郎
さ
ん 

　
　
　
　
　
　
　
　（
昭
和
26
年
12
月
26
日
生
）

卯
年 

今
年
に
か
け
る
（
年
男
・
年
女
）　

私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
16
年
勤
め
た
職
場
を
3
月
で

退
職
致
し
ま
す
。

結
婚
、
妊
娠
、
出
産
と
一
大
イ
ベ
ン
ト
を
経
て
今
に
至
る

わ
け
で
す
が
、仕
事
の
事
、家
庭
の
事
、思
い
返
せ
ば
良
い
事
、

そ
う
で
は
な
か
っ
た
事
…
様
々
な
事
が
蘇
っ
て
参
り
ま
す
。

歳
を
重
ね
て
い
く
毎
に
、
新
し
い
環
境
に
飛
び
込
む
と
い

う
の
は
、
と
て
も
勇
気
が
い
る
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
し
っ

か
り
と
自
分
自
身
と
向
き
合
い
、
大
切
な
事
を
見
極
め
な
が

ら
、
今
は
家
族
と
の
時
間
を
一
番
に
考
え
日
々
を
過
ご
し
、

精
一
杯
今
年
を
駆
け
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

み
ず
ほ
　

 

松
野
　
藍
さ
ん  

　
　
　
　
　
　
　
　（
昭
和
62
年
2
月
4
日
生
）

健
康
の
秘
訣
は

宏
さ
ん

♠�

「
美
味
し
い
」
の
一
言
で
心
身
共
に
健

康
を
保
ち
ま
す

裕
子
さ
ん

♥�

若
い
時
か
ら
現
在
ま
で
継
続
し
て
い
る

自
彊
術
で
す

仲
良
し
の
秘
訣
は

♠�

相
応
の
立
場
を
理
解
し
「
人
」
と
い
言

う
字
の
よ
う
に
支
え
あ
う
事
を
日
々
、

肝
に
銘
じ
て

♥�

互
い
を
思
い
や
り
ユ
ー
モ
ア
＆
ナ
ン
セ
ン

ス
を
交
え
ま
す

長
く
連
れ
添
い
思
う
事
は

♠�

今
日
ま
で
誠
の
心
に
感
謝
し
、
携
え
て

こ
ら
れ
た
こ
と
に
あ
り
が
と
う

♥�

今
後
も
尊
敬
の
念
を
大
切
に
し
川
の
流

れ
の
よ
う
に

奥
さ
ま
へ

♠�

良
妻
賢
母
と
言
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
ょ
う

旦
那
様
へ

♥�

こ
れ
か
ら
も
焦
ら
ず
健
康
管
理
に
留
意

し
て
、
私
か
ら
も
あ
り
が
と
う

健
康
の
秘
訣
は

勝
治
さ
ん

♠�

歯
の
定
期
健
診
、
年
相
応
の
運
動
と
く

よ
く
よ
し
な
い
事

ヨ
シ
子
さ
ん

♥�

食
べ
た
い
も
の
を
料
理
し
て
食
べ
る
事

仲
良
し
の
秘
訣
は

♠�
共
通
の
趣
味
を
楽
し
み
、
出
来
る
限
り

一
緒
に
行
動
を
す
る

♥�
お
互
い
の
わ
が
ま
ま
を
、
少
し
ず
つ
我
慢

す
る
事

長
く
連
れ
添
い
思
う
事
は

♠
あ
っ
と
い
う
間
の
60
年
、
妻
の
支
え
が

最
高
、
感
謝
し
て
い
ま
す

♥�

支
え
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
こ
れ
か
ら

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す

奥
さ
ま
へ

♠�

仕
事
人
間
で
苦
労
か
け
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
先
も
元
気
に
楽
し
く
生
活
が
で
き
る
よ

う
に
支
え
ま
す
今
ま
で
あ
り
が
と
う

旦
那
様
へ

♥�

今
の
生
活
が
長
く
続
く
よ
う
に
２
人
で

頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う

大泉　道城場
鈴木　宏

ひろし

さん（86 歳）
　　裕

ひ ろ こ

子さん（82 歳）
S42 年 5 月結婚
　（今年で 55 周年）
　お子さん　2 人
　お孫さん　3 人

二井田　後原
佐藤　勝

かつ

治
じ

さん（83歳）
　　ヨシ子さん（82歳）
S38 年 10 月 6 日結婚
　（今年で 60 周年）
　お子さん　1 人
　お孫さん　2 人

～仲良しご夫婦～～仲良しご夫婦～



令和 5年 3月 23 日（12）

収入総額 3,495,594 円
支出総額 175,600 円
差引残高 3,319,994 円 （次年度繰越）

令和４年度大田地区交流館特別会計決算書

収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

項　目 決算額 付　記
繰　越　金 2,945,567 前年度繰越金

寄　付　金 550,000 ご遺志 28 件　
雑　収　入 27  貯金利子他

合　　　計 3,495,594

支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

項　目 決算額 付　記
慶　弔　費 128,000 香典 26 件
需　用　費 39,600 新聞代購読料
交　際　費 8,000 総会祝他

合　　　計 175,600

上記のとおり報告いたします。
	 	 	 	 	 	 	 	 大田地区自治振興会

東城　藤吉

上記決算書は、貯金通帳･現金出納簿･領収書等証拠書類と照合の結果適正であり相違ない事を認めます。
	 	 	 	 	 	 	 	 会計監査

森藤　哲良
遠藤　辰一

ご  

遺  

志

　

次
の
方
々
よ
り
多
大
な
ご
遺
志
を
賜
り
ま
し
た
。

　

厚
く
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礼
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し
上
げ
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す
。
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